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よび財政の蜂FJ!を傑ぼうし， 大正 2 ・ 6 ・ 5 山本内閣の阪l議で， つ

いに広軌改築準備計画の施設をすべて廃止することとなった。

大正 3 ・ 4 大阪内閣となり ， 仙石鉄道|涜総裁は広軌鉄道改築l反

測委員を指名 し ID/，J査に従事させ， 4 つの突すなわち現行狭軌，

1dtI立狭 i九 普通広軌， 強度広軌について研究し ， その l つの強

度広軌を係用すべきものと決定して 1m被に提出したが， その内

容の不満足なため， なお強度広軌を研究する調査委員会を組織

するか，または他の方法で研究の上決定せよとの意見であ っ た。

ここにおいてさらに大正 5 ・ 4 軌制制査会を内閣に泣き調査をす

すめ ， 14 Il!I も会合し，各般の事項を犠;設しつくし ， tごし、 t.:.\' 、の

~J'.jj!tを終了 して解放した。

大正 5 ・ 10 寺内内閣となり ， 新任の後総鉄道院総裁は， 前記大

正 2 ・ 6 決定の広軌改築準備工事中止の|甚|設を廃棄することを架

部(りんせい)し， 大正 6 ・ 1 2 に至り諸施設は将来の広軌改築に備

えて施工すべき旨の附議決定を克た。

これよ り さき大正 6 ・ 5 から 8 月まで， rjli ìJ~線!京IlIJIIJ . 橋本間

において広軌列車の)ili伝を試みるーブrj ， 大井工場においても貨

車の広 ・ 狭軌l民主幸装也の試験を行った。また同年鉄道院は軌間

変更災を立案して， その実際改軌について突施主E項を研究した。

上述のように広軌論はしばしば諭謙されたが，その突施は見

るに至らなかった。大正 8・ 2 貴族院特別委員会において，小沢

武l~t . は1 ;恨武苑 ・ 新庄直知等が広軌改築に対する政府の所信を

ただした。これに対して政府は財政上 ・ 経済上困難であること

を述べ， また現在の狭軌でも単線区聞はm線とすることにより ，

また適当な改良を加えることにより ， /.広軌とする必要なく，将

来広軌に改築する必要は絶対に起らないと断定し， ここに一応

広軌諭に終止符をうった。

その後日華司1・~後， 大陸 と の ìill絡旅行の11Y/加と，東海道 ・ 111

l場雨水線の輸送能力地加lのために， 東京 ・ 下|期間の新幹線の必

!};!がさけばれ ， 1113和 1 4 ・ 7 鉄道幹線訓査会が設置され， 15 ・ 7 の

鈎 76 談会において東京 ・ 下関閥幹線別設工事予算が成立 し ， 広

軌による路線の il[ll 記; ・ 設計技術の研究が重ねられ， 17 年新丹那

ずい道に着工 したが， 1 9 年中途で中止とな っ た。~鉄道史。

(小川~平)

こうきてつどう 広軌鉄道 (災) wide ga uge, broad gauge 

rail way 傑i(主軌間(1.435 m) より広い軌附を採用している鉄道。

スベイソ， ポルトガノレ ， アノレゼ γ チ γ ， チリ ー，東ドイツ等の

1.676 m， アイノレ ラ ンド， 豪州等の1.600 m およびソグエト，プ

ィ ン ラ ソ ド等の 1. 524m はこれに属する。]ぶ軌鉄道の狭軌鉄道

に対する利点と してはつぎのような点が挙げられる。

1 車両の安定皮が月~I加するから， 3'IJ 11工の速度を附すことが

できる。

2 後|其JIIIが大形になるから引1民力をl1Y:すことができる。

3 111輸を大きく することができるから ， 向速度で考えると

111輸の回転数が滅るから， 車輸のjfl粍が少なくなる。

4 客11iの座席が広くなり ， また印J婦も 少な くなるから来心

t也カt よくなる。

5 貨車は同一輸送ß:に対して， 1~l lliを減ずることができる。

一一ふ狭軌鉄道。(制問飯次)

ζ うきょ 溝渠 (英) culv e r t 鉄道線路が川1丸道路， 他の

鉄道等の上をこす湯合に造られる附造物に僑梁(きょうりょう )

があ り，橋梁の中で と くに径間 (.RTh桁〔はしけ'た〕盛岡lìÎ] u而の垂

直面間の水平WI'!雌) 1m 以上 5 m 未満のものを溝渠という。も

っ とも青年渠は過去の呼称であり ， 現在はこれを橋梁乙と呼んで

L 、 る。

1''If.渠の うちには僑桁上に土砂ぜーで脱土し ， その上部に砂利，
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枕木， 軌条空宇を

敷設した本 H古渠

と ， 橋桁上に直

接砂利， おt木，

軌条またはその

一部を敷設した

本 開渠とがあり ，

暗渠の内にはそ
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の形状によ って箱形をした * 函渠(かんきょ)と上部形状が円形

をした扶渠(こうきょ)がある。(川崎敏悦)

こうき ょ 挟渠 H音渠の一位。ある l早さの桜土をもった小径!日1

の扶続。扶渠を設けるには， 基礎

地盤が堅簡であることが第一条件

であるが， これは鉄筋を援しない，

工~が安い当事の利点がある。fìVi築

材料は古 く はれんが， 石がJl'J いら

れたが，現在はほとんどコ γ タ リ

ー トで造られる。供の IUi線は扶頂 扶渠

から範エ基l弱まてJの ?'::i さによって異なり ， 同さが大となるほど

尖(とが)り ， 低ければfni平な曲線となる。(尼崎存)

こうき ょ う きぎ ょう たい 公共企業体 (英) pu blic corpo' 

ration 公共企業体という概念は広い学問の領域にわたるもの

で，法律学， 行政法学，財政学その他に以l ìillがある。それゆえ

ここれを簡単に定義することは不可能である。しかし公共企業

体が国の事業を経営する事業体であり ， それが官営企業の合理

化の目的で造られた新しい経営休である と いう点においては異

論はないであろう。

国が企業必J ÌïT; illlJを行う場合， それが国の行政組織の一郎たる

官庁によって， 公務員たる従事長をもってなされるI場合には，

諸径の点において不合型や勢容がおこる。例えば政治的ないち

じるしい干渉，官吏制度からの制約， 予算上の制約などがあっ

て，企業活動の円滑な遂行が困難になる。国を主体とする事業

の範聞が次第に広大されるにしたがって，官庁企業の欠陥がだ

んだん表而化するようになり，各国においてはこれに対して何

らかの改革が|問題になってきたのである。そこで国営事業の特

質である公共性を維持し， 同時に官営企業に内在する弊容を除

去するという 2 つの~求を充すものこそ，新しい国営事業の在

り方でなければならな L、とされた。英国， 米国等においてこの

観点から椛恕された事業形態がし、わゆるパブ リ ッ ク ・ コ ー ポレ

ー Iンョンである。公共企業i加工純然、た る私企業に放任すること

が一般公共の福祉に支障のある事業を国の事業とし ， この国の

事業とすることに依って起って来るもろもろの撚容を除去する

ために独立の経営体を設立して， それに会社的自主性 と会社的

経蛍方式を認め，またその事業の独占的性絡にかんがみて， そ

の1!ll占の弊容を排除する方法の l っ と して民主化方式を取り入

れることによって，そのIJj:業自体の健全な巡営 ・ 発展を期する

ための l つの事業体ということができる。 public corporation 

の用語は 1926 年英国労働党議員グラ ハム卿 (Lord Graham) が

初めて使用したものといわれ， また公共企業体としてもっとも

理怨的なものは米国において 1933 年テ 平シ ー河減公社法に よ

って設立されたものといわれている。

わが国の公共企業体には， 日本国有鉄道， 日 本定信電話公社，

日本専売公社の 3 つがある. いずれ も特別法(たとえば ホ日本

国有鉄i益法)により規定され， 資本金は政府全額出資であり ，

職員には * 公共企業体等労働関係法が適HJ されている。国鉄が

従来の'直庁企業からその経常形態を公共企業体に改組されたの




